
















jレイ・ラフュマの業績が， ["パンセ J 研究史上画期的なものであったことは，
広く承認されるところであろう.フラグマンの雑然たる集積とみなされてきた
との作品から， ラフュマはノマスカノレの企図した「キリスト教護教諭J (アポロ





本稿は，パスカノレの有名な「三つの秩序J trois ordres の忠惣を，この新し
い視野の下で捕え直そうとする試みである. ["三つの秩序J は，パスカルの読
者には良く知られた思想、であるにも拘らず，乙の表現自体，全断章中に二度し









いる断章 L.308を， いま ordre の構造にのみ目を向けて要約すれば次の二点
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になる.
1) べつの ordre ， 1Hl t"")身体・精神・愛があり， おωおのが問有の偉大さを
持つ.
2) ordre !l日の距離は無限であり，下位の ordre の偉大さも， I川..1卜打い、J心';μl
では無価値である.つまり trois ordres は，価値の観点、からみて，相互に次
元を異 lとする垂iM的な構造を形成する(医I 1 参照).
さて， J.の第 1 ())}!むつまり事物には固有の ordre があるという考えは，パ
スカ lレには，信仰と科学の領域の弁別という形で，殆ど幼少期から親しいもの




しかし同時に， パンセ j 以前ω段階におけるこれらの前形態と， L.308 と
の聞には，根本的な差異のあることも見逃せない.上lζ列挙した前段階にあづ
ては， クリスチナ女王へω 手紙を例外として ordre は単に同一平副 1.. に於で






















でに相当することには異論は少ないだろう.第 1 章「秩序j を別格として，乙
の部分は更に第 7 章までと第 8 章以後とに二分できるが，それぞれの部分に於
て，上で見た相反から次元的対立へといfう展開が指摘できるのである.
前半部についてみるならば， 最初の三章， 即ち第 2 章「空虚J，第 3 章「悲
惨J，第 4 章「倦怠」が， 本来の意味での人聞の悲惨の描写に当てられ， それ
に続く二つの章で偉大さが論ぜられる.
乙の場合，悲惨と偉大の二側面は，無関係に並列されるのではなく，悲惨自








































対立へという軌跡を二度附いて完結するのである(表 1 参照). 
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PREMIERE P ARTIE 
premi鑽e 騁ape : 
mis鑽e (2 0 , 3 0 , 40) - grandeur (50 , 6 0 ) 一“contrar括経"ー
opposition des deux ordres (70) 
seconde 騁ape : 
divertissement (80) - philosophes (9 0 ) 一“contrariété" -
opposition des deux ordres (100) 
表 2
SECONDE P ARTIE 
11 0 “ A. P. R." 
120 “Commencement" 
130 “ Soumission" 
14 0 “ Excellence" 
150 “Transition" 
160 “ Fausseté" 
17 0 “Religion aimable" 
180 “Fondements" 
190 “Loi figurative" 
20 0 “Rabinage" 
21 0 “Perpétuité" 
22 0 “Preuves de Mo?e" 
23。“Preuves de J.-C." 
24。“Prophéties"
25 0 “Figures 
particuliとres"
26 0 “ Morale chr騁ienne" 























} condition de la rωn 
)Principesdela f(山i…ché"
religion chr騁ienne l (2) “figure" 
(1) “perpétuité" 
d駑onstration de la 
religion chr騁ienne 
(2) personnalit? de J.-C. 























































のである(図 5 参!!の.この三つの ordre は，元来「自らが愛するものを善と





























































ら我々を天地二元の ordre の対立へと導いた.第二部は乙の ordre の垂直構
造における，人間の ordre から神の ordre への移行を問題とした.そしてパ




以上の検討をふまえ，最後に trois ordres 真の意味をたずねておとう・私見





えるだろう.逆に言えば，これら諸要素のおのおのは， trois ordres というひ
とつのサンテティックな思想、が， IアポロジーJ の展開の必要に応じて示した




ヘ向けて超える時，超自然的な愛の ordre が現出する(図 7 参照).真のキリ
スト教徒はこの第三の ordre に属する.人間は下位の二つの ordre を脱け出
て，第三の心情=愛の ordre に立たたねばならない.それがパスカノレの「アポ







dre だけが存在し，彼はこの基本的に善である nature ~乙基盤をおきつつ自己
の幸福を追求する.一方キリスト教自身もユマニスムの深刻な影響を免れえず，
その内部にイエズス会に代表される ordre の一元化の傾向を示しつつあった.




























Dieu ー一一 ordre surnaturel 
J. ・ C.
l---ordre de la nature 
'--" 







Vrais Juifs 一一- vrais ChI・étiens
Juifs charnels 一一 ch同tiens charnels 
nature 
